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規
約
一
部
改
正
な
ぜ

総
務
妻
、
四
議
題
を
審
二
講

去
る
十
三
日
二
時
半
よ
幻
総
務
素
見
金

が
百
鬼
、
淵
沢
箭
巌
開
並
び
に
京
文
化

葦
と
、
捻
重
責
会
員
出
席
の
を

と
に
開
か
れ
た
こ
の
日
の
寄
頑
事
項
は

一
、
救
照
協
会
に
対
す
る
寄
付
二
、

現
前
二
間
改
正
の
件
三
、
二
十
五
周

年
記
念
文
化
祭
の
件
四
、
応
援
団
に

関
す
る
与
静
の
四
項
目
で
ま
ず
八
重
軽

蔑
長
の
朗
会
で
一
項
の
首
領
に
入
っ
た

が
議
長
が
、
千
円
の
案
を
出
し
薦
居
、

異
議
な
く
可
決
、
予
賓
か
ら
層
す

る
こ
と
に
決
っ
た
7
′

応
援
団
に
対
す
る
世
論

駅
い
で
応
援
匿
対
す
る
与
論
に
つ
い

て
悪
鬼
の
変
換
が
あ
っ
た
。
ま
ず
高
一

衰
豊
島
が
『
幹
部
が
萄
刀
を
塚
フ
こ

と
菅
許
さ
れ
て
い
あ
か
』
と
議
長
に
質

問
、
撃
は
許
さ
れ
て
い
な
い
と
答
弁

臣
斎
藤
蓄
且
が
下
級
生
に
対
す
る
暴

力
行
為
を
見
た
が
違
法
で
は
な
い
か
と

貸
間
、
そ
れ
に
対
し
て
佐
々
木
黍
署

ら
個
人
的
に
や
ゥ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
等
あ
ぅ
一
た
が
絡
点
議
長
か
ら
な

聖
廟
の
鋼
管
を
窪
む
冒
回
答
が
あ
っ

た

。
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配
念
黄
後
の
一

般
公
開
を
承
認

二
十
五
周
年
記
念
祭
に
関
す
る
件

後
期
に
高
二
引
継
ぎ
も
可
能

こ
れ
は
、
■
鷲
こ
の
役
員
は
後
期
に
入

れ
ば
、
卒
業
が
迫
力
各
方
面
に
多
忙

を
極
め
、
従
っ
て
萎
雪

そ
か
に
な
カ
が
も
で
あ
る
か
ら
こ
の
際

十
月
よ
盈
賃
の
世
羅
を
倭
一
葉
に

垂
嘱
し
て
は
と
い
う
高
一
へ
憲
の
提

案
で
、
そ
れ
に
賃
湊
剤
の
改
正
が
必

笛
に
酎
萌
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
投
集
さ
れ
た
改
正
規
約

案
は
次
の
通
力
で
苗
る
。
従
来
の
『

第
九
賃
、
仲
尾
の
任
期
竺
カ
年
と
す

る
・
・
・
・
こ
て
（
以
下
甲
略
、
生
徒
心
得
参
照

）
…
…
解
警
る
と
き
解
職
選
挙

督
行
い
二
夢
の
二
以
去
賛
成
腰
票
に

鮎
肘
鞘
闘
絹
関
鮎

の
適
当
と
苛
め
た
時
に
於
い
て
琴
一
疫

員
は
、
玉
野
義
一
以
下
に
護
る
革
が

出
来
る
』
と
し
規
約
に
入
れ
る
亭
督
承

認
す
る
側
と
、
し
な
い
と
い
う
二
つ
の

意
見
に
分
れ
た
が
、
い
ず
れ
に
も
強
硬

意
見
な
く
結
局
常
長
が
規
定
に
加
え
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

始
め
に
東
文
化
善
美
か
ら
提
案
の
説

明
が
あ
っ
た
。
要
綱
は
二
場
所
を
公

垂
に
し
た
い
二
、
十
月
中
臣
挙
行

こ
て
音
琴
演
劇
、
展
襲
会
等
の
開
催

に
つ
い
て
で
あ
っ
夜
空
項
の
会
場
に

つ
い
て
は
預
長
が
『
公
金
で
や
る
と

凰
紆
的
に
な
る
。
署
愈
行
啓
で
あ

る
か
急
墨
で
や
っ
て
も
ら
い
た
い
』

誓
轟
が
あ
っ
咤
尚
そ
の
後
竺
般
公

開
す
る
こ
と
は
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た

ク
長
髪
″
却
下
さ
る

長
髪
問
題
が
悪
埜
し
て
か
ら
約
一
ケ

月
こ
の
間
総
務
委
員
会
は
勿
論
、
ア
℡

A
、
職
員
会
讃
凛
そ
れ
ぞ
れ
雷
領

さ
れ
て
来
た
が
、
云
る
七
月
十
八
日
に

行
わ
れ
た
生
徒
総
会
の
席
上
名
曹
会
長

か
ら
蕃
層
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
。

一
、
当
面
の
経
済
閲
歴
。

二
、
雲
剛
健
と
云
う
本
校
創
立
の
趣

旨
に
塞
き
。

以
上
二
つ
の
理
由
で
長
髪
は
却
下
さ
れ

た
。

発
表
さ
れ
た
。

試
験
は
昨
年
同
校
第
一
第
と
琴
t
樹

に
分
け
て
行
わ
れ
る
が
、
第
一
期
の

塵
蔓
付
は
二
月
二
十
一
日
か
ら
二

月
十
五
日
ま
で
豪
娃
二
月
三
日

か
ら
、
入
学
者
の
発
表
は
三
月
二
十

．
四
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
。

琴
一
期
は
馨
が
二
月
五
日
か
ら
三

月
三
日
ま
で
、
麓
は
三
月
二
十
三

日
か
ら
、
入
学
の
発
表
は
四
月
十
二

日
ま
で
に
行
わ
れ
る
。
」

軍
蒜
〓
至
大
東
北
大

筆
画
、
私
前
大
山
形
大
止
驚
天

．
　
秋
田
犬

二
十
五
画
年
記
念

乗
各
部
催
し
も
の

蕃
刑
部
中
学
、
高
校
の
二
本
立
で
行

こ
う
と
は
幻
切
っ
て
い
る
。
中
学
校
は

今
か
ら
猛
練
習
で
脚
本
は
岡
田
陽
作
『

廊
蓼
山
彦
』
、
．
商
枚
は
目
下
選
定
中
。

英
会
誌
部
墓
謁
、
英
語
、
ス
ピ
ー

チ
、
ソ
ン
グ
な
ど
を
行
う
予
定
。

青
書
合
唱
、
独
唱
、
号
イ
オ
リ

ン
独
夢
や
柳
館
先
鎧
の
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱

特
別
出
演
と
し
て
チ
ェ
ロ
の
村
井
民
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

金
沢
図
書
嚢
＝
購
入
回
答
紹
介
。

壊
近
の
読
鸞
偶
唱

杢
q
隻
暴
兵
長
＝
体
育
部
校
外
活
動

の
成
績
秋
に
校
内
の
体
育
祭
密
行
う

生
徒
棒
金
行
わ
る

本
年
℡
寮
t
回
義
金
は
云
る
八
月

十
八
量
で
開
か
れ
咤
会
は
八
重

樫
金
武
の
開
会
の
撰
紗
に
始
ま
旦
過

般
総
務
雪
等
決
定
さ
れ
た
規
約
（
第

九
集
）
啓
茫
関
し
て
撃
罫
あ
か
、

会
墓
贋
く
こ
れ
を
可
決
。
次
い
で

各
畢
兵
長
の
墾
口
が
行
わ
れ
た
が
一
般

に
各
寡
兵
会
と
も
低
調
で
、
活
動
不
足

の
感
が
あ
っ
ち
要
岩
沢
の
通
力
（
東

文
化
、
大
矢
宴
欠
）

八
重
僅
会
長
〃
応
啓
へ
の
積
極
的
参

巧
浅
沼
学
習
袈
菱
刈
与
論
調
査
の
柘
泉

多
数
の
要
望
で
講
習
哲
行
う
。

小
沢
生
活
委
員
長
鳳
凰
休
み
の
服
装
の

注
意
。
総
て
に
対
す
る
自
覚
要
望
。

地
区
P
T
A
会
合

沼
宮
内
で

地
方
の
父
兄
と
学
校
の
連
絡
を
密
檻
に

す
る
た
め
ハ
か
ね
て
か
ら
地
方
で
の
P

℡
A
の
開
催
が
武
重
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
最
初
の
試
み
と
し
て
八
月
五
日
沼

宮
内
小
学
校
で
沼
宮
内
地
区
P
T
A
会

合
が
、
学
校
側
が
ら
学
校
長
、
山
中
、

日
野
岳
、
速
琴
戸
喝
小
笠
原
、
柴

内
、
武
田
の
各
先
生
、
P
℡
A
捌
か
ら

は
告
別
貧
農
な
ぜ
幹
部
多
数
同
地
区

か
ら
約
二
千
五
名
の
父
兄
が
出
席
し
て

行
わ
れ
宅
会
は
佐
々
嚢
食
の

宏
だ
蟹
育
、
副
会
長
の
罵
且
現

況
報
告
学
横
長
挨
拶
、
沼
宮
内
代
表
挨

拶
が
あ
わ
次
い
で
山
中
先
生
よ
カ
生
徒

の
藁
状
態
な
ど
に
つ
い
て
語
が
あ
っ

咤
昼
食
後
行
わ
れ
た
聴
見
、
父
兄
の

雲
合
で
は
『
通
学
列
蕃
増
結
に
つ

い
て
』
が
主
な
関
宿
と
し
て
坂
幻
上
げ

ら
れ
宅
終
っ
て
本
校
溝
腰
W
農
晦
よ

る
『
真
似
』
が
L
東
さ
れ
、
四
時
盛
会

幻
に
幕
を
閉
じ
た
勺

本
吉
一
位
弁
論

二
十
六
年
墨
筆
校
阿
井
諭
大
会
は
七

月
十
日
午
重
森
よ
カ
聾
に
於
て
行

わ
れ
咤
会
は
ま
貫
首
浅
沼
君
の
開

会
の
琶
鼻
尭
生
の
部
長
挨
拶
に

始
ま
乳
≡
お
金
堅
口
に
よ
っ
て
熱
弁

の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
咤
出
場
弁
士
十

一
名
は
い
ず
れ
農
の
腕
前
轟

せ
ん
も
の
と
菅
磯
を
展
開
し
た
が
結
局

二
言
査
定
天
声
が
『
学
園
を
反
省

し
て
苧
』
と
題
し
て
一
位
誉
著
し

た
。
順
位
沢
の
と
う
彗

一
位
高
三
A
　
本
吉
正
天

二
位
烏
一
〇
　
原
　
健

二
痘
　
中
二
岡
村
絵
武

四
位
一
〇
生
円
軍
、
〓
乙
細
川
志
津
天

基
部
浅
沼
書
取
年
々
大
会
の
慣
向

は
新
し
い
方
向
に
進
ん
で
い
る
と
患
う

特
に
今
年
の
も
の
に
は
悲
憤
憤
慨
型
は

な
く
な
っ
て
、
茶
当
の
碁
の
姿
を
映
．

し
掛
そ
う
と
努
め
て
い
る
横
手
が
見
え

ニ
校
外
璽
竺

◇
私
芸
曇
衰

今
年
欝
ら
全
国
の
私
学
妊
法
人
と
し

て
一
せ
い
に
新
発
足
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
そ
の
長
者
番
付
が
文
部
背
に
ま
と
ま

っ
宅
そ
れ
Ⅵ
よ
る
と
ト
ッ
プ
は
私
学

の
雄
慶
応
違
産
総
額
墜
千
一
億
四

千
二
百
万
円
、
二
位
日
本
大
学
二
十
一

億
円
二
二
位
早
稲
田
大
学
二
十
億
六
千

五
百
再
、
由
整
数
大
挙
十
六
億
五

貢
で
こ
れ
が
垂
一
の
思
…
、
以
下

や
っ
と
落
ち
て
同
志
社
、
明
治
、
法
政

電
心
女
学
院
、
学
習
院
が
ベ
ス
ト
テ
ン

に
そ
の
名
記
連
ね
て
い
る
。

◇
蔓
、
就
職
者
区
別
で
大
破
乱

釜
石
高
校
で
は
先
日
学
校
側
よ
少
、
向

学
心
に
も
見
る
生
徒
と
就
職
者
の
ク
ラ

ス
を
区
別
し
寧
わ
と
提
案
さ
れ
、
校
内

に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
ま
き
超
し
た
。

こ
の
間
題
に
つ
い
て
認
首
各
ク
ラ
ス
ご

と
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
窟
朗
に
反
対

が
多
か
っ
た
。

◇
霹
員
会
は
居
管
す
る
所

松
陰
高
校
で
は
生
徒
会
役
員
は
葦

で
一
体
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
皇
事
フ
の
で
或
る
日
こ
っ
モ
カ

調
べ
た
と
こ
ろ
、
或
る
人
は
居
眼
力
或

る
人
は
ノ
ー
ト
普
ひ
ろ
げ
て
内
職
に
余

念
が
な
い
。
交
或
る
人
は
廊
下
菅
通
る

人
影
ば
か
幻
見
て
い
て
、
議
員
選
は
終

胎
沈
黙
戦
術
に
出
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

る
。
易
点
私
な
ど
は
出
て
見
た
も
の

の
整
感
銘
密
与
え
な
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
て
非
帝
に
欝
厳
う
。

沼
高
落
慶
念
丑
仇
沼
宮
内
佼
落

成
記
念
弁
論
套
七
月
三
日
午
前
九

時
半
よ
幻
同
校
Ⅵ
て
拳
碍
毒
の
原

が
姦
よ
必
出
喝
参
加
人
員
約
二
十

名
の
う
ち
男
子
の
部
で
は
聯
雪
面
、
男

女
冷
食
の
部
で
は
八
位
に
入
っ
た
。

奨
学
金
ふ
え
る

日
本
育
英
会
監
事
室
長
塩
野
幡
一
氏

は
七
月
十
三
日
来
盛
、
奨
学
金
に
う

も
ー
　
三
．
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第
一
期
は
三
月
三
日

来
年
度
大
学
会
期
日
決
る

来
年
度
の
国
立
新
制
大
戦
麓
蓋

要
領
が
八
貝
官
決
定
、
垂
か
ら

真
面
目
で
急
襲
な
の
に
驚
く

私
が
学
生
だ
り
た
頃
″
日
本
の
学
生

は
勉
強
す
る
こ
と
で
有
名
だ
′
″
と
い

う
こ
と
を
、
何
か
で
読
ん
だ
こ
と
が
あ

った。そ
の
後
、
イ
ギ
ガ
ス
へ
行
っ
て
み
て

私
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
学
生
遠
が
非
常
に

ま
じ
め
で
、
非
常
に
勉
強
家
な
の
に
解

い
た
、
。

そ
も
く
、
イ
ギ
ガ
升
人
は
、
世
界

で
も
勤
勉
な
国
民
だ
と
言
わ
れ
て
い
る

ー
勤
勉
さ
に
於
て
は
、
日
本
人
も
決

し
て
藍
冨
る
国
民
で
は
な
い
、

と
私
は
思
う
で
居
る
の
だ
け
れ
ど
－

て
ぅ
し
た
国
良
性
七
い
つ
も
の
は
年
少

の
頃
か
ら
発
揮
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
′
。
従
っ
て
、
イ
ギ
ガ
ス
の

学
生
達
喝
ま
じ
め
で
勉
強
家
で
あ
る

等
の
且
雷
恵

ま
ず
、
馨
の
塁
活
は
細
め
て

現
剋
止
し
卜
。
学
校
で
は
勿
給
の
こ
と

だ
が
、
客
讐
度
、
蝕
等
の
毎
日
は
す

英
国
の
学
生
生
活

桜
　
木
　
慶
　
子

と
い
う
こ
と
は
、
容
易
虹
憩
催
さ
れ
る

こ
と
だ
と
思
う
。
I

静

．

読

弁
静
大
会
か
ら

七
月
に
開
催
さ
れ
た
校
内
弁
翰
大
会
に

関
運
し
て
二
、
三
の
べ
て
見
た
い
。

伺
の
為
に
弁
等
開
い
た
の
浦
島

ろ
う
か
、
惟
あ
そ
こ
へ
上
っ
て
自
分
で

作
っ
た
の
か
、
を
れ
と
も
入
監
作
っ
て

も
ら
っ
た
の
か
募
ら
な
い
が
兎
角
喋

っ
て
降
少
て
来
る
。
こ
う
い
う
弁
士
は

い
払
か
っ
た
争
っ
か
．

ま
嘉
一
に
こ
の
事
を
井
士
も
文
聴
衆

も
考
季
見
た
い
こ
と
富
る
。

百
分
で
背
か
な
い
原
稿
そ
れ
は
人
の
為

に
飯
を
食
っ
て
や
っ
て
居
る
枝
な
も
の

誓
う
。
人
の
啓
い
た
も
の
を
惟
喋
っ

て
下
か
て
来
る
。
勿
u
習
分
の
何
物
を

風
洞
た
し
て
呉
れ
る
も
の
で
な
か
ろ
う

何
と
な
れ
ば
そ
の
人
の
思
想
が
一
つ
も

表
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ど
ん

な
田
下
事
で
あ
っ
て
も
自
分
の
本
当
の

真
心
詮
込
め
て
着
い
た
原
稿
で
幕
鬼
を

発
表
す
る
人
は
、
そ
の
静
旨
が
い
わ
ば

茶
徹
贋
下
あ
っ
た
に
せ
よ
、
少
琴
～
と

も
自
己
の
た
め
に
は
そ
れ
堪
捗
プ
ラ
ス

に
な
る
に
嶺
い
な
い
。
勝
代
は
民
主
主

義
の
全
盛
期
で
あ
る
。
金
盛
期
と
は
い

わ
れ
な
い
に
し
て
も
、
董
参
上
に
凝

る
J
こ
う
し
た
時
代
に
、
了
留
意
協
の

発
表
が
自
由
に
出
来
得
る
時
代
に
、
而

も
自
分
の
悪
鬼
を
発
表
す
る
可
き
啓
の

弁
論
套
他
人
に
背
い
て
も
ら
っ
た

原
稿
壷
す
る
等
と
い
う
事
は
い
わ

ば
一
つ
の
大
き
な
時
代
錯
誤
で
あ
る
と

局
い
え
さ
っ
。
こ
の
様
な
嘉
を
考
え
て

見
曇
っ
た
一
回
の
弁
給
大
金
で
比

の
学
校
は
自
守
独
立
の
気
象
に
富
む
所

か
、
ま
た
は
、
欝
臨
べ
て
を
支

配
さ
れ
て
い
る
学
校
で
あ
る
か
ゞ
判
る

事
で
あ
る
。

い
か
に
小
さ
い
事
、
細
か
い
事
で
も
百

分
で
そ
れ
普
発
見
し
、
処
理
し
よ
う
と

す
る
気
符
は
尊
い
、
そ
れ
に
反
し
て
、

い
か
に
立
派
な
事
で
も
、
借
物
を
も
っ

て
来
て
、
偽
造
し
て
、
自
己
自
身
の
物

の
如
く
に
振
舞
う
者
は
、
他
人
は
判
ら

な
い
に
し
て
盈
日
分
で
は
明
か
に
偽
善

者
で
あ
か
、
神
を
恐
れ
ぬ
者
で
あ
る
。

か
か
る
行
為
の
あ
る
限
臥
、
い
く
ら
立

派
な
革
が
成
し
遂
げ
ら
れ
、
八
が
そ
れ

に
対
し
て
撃
の
賛
辞
を
放
と
う
と
も

そ
れ
自
身
は
、
基
腰
の
な
い
、
何
膵
く

づ
れ
さ
る
か
判
ら
な
い
空
中
楼
閣
8
類

で
あ
る
。

た
っ
た
一
つ
の
弁
論
に
も
こ
の
横
な
革

が
い
え
る
し
、
そ
れ
は
即
も
そ
の
精
神

は
総
て
の
革
に
一
つ
一
つ
大
き
な
関
連

性
を
も
っ
て
き
て
い
亀

今
年
は
、
本
校
に
と
句
で
創
立
二
十
五

周
年
を
迎
え
た
意
義
あ
る
年
で
あ
る
。

二
十
五
周
年
と
い
う
盆
前
だ
添
わ
さ
れ

て
、
そ
れ
が
御
輿
騒
ぎ
に
夢
入
ら
ぬ
棟

に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
先
づ
百
分
の
物
資
用
い
る
革

が
全
て
の
点
で
必
要
で
あ
ろ
う
。

豪
華
に
姉
か
立
て
一
週
間
も
二
通
観
も

日
時
を
要
し
て
、
馬
馨
を
挙
る

よ
カ
は
例
え
貧
零
し
あ
ゥ
て
も
自
分
の

も
の
詮
心
か
ら
真
実
を
込
め
て
表
翠
）

た
一
打
の
御
輿
の
万
が
翠
遍
響
冨

も
の
で
あ
ろ
う
。

借
物
で
な
い
自
分
の
物
で
、
主
管
塵

は
常
に
何
を
嘉
合
に
臭
切
な
革

で
あ
る
　
　
　
　
（
論
説
重
き

ベ
て
時
間
割
で
操
か
返
さ
れ
る
。
こ
れ

は
、
日
本
の
多
く
の
条
と
違
っ
て
欧

米
の
嚢
生
活
は
、
何
事
に
も
藤
間
を

厳
守
す
る
習
慣
が
強
い
の
で
、
そ
の
中

把
育
つ
ヱ
炭
連
偲
」
自
然
に
規
剋
比
し

い
生
倍
を
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ

う
。
彼
等
は
ま
た
よ
く
慧
し
、
ま
た

よ
く
働
き
も
す
る
。
大
体
毎
日
の
博
聞

表
を
作
っ
て
あ
っ
て
、
何
陣
か
ら
何
時

迄
は
勉
強
、
何
時
か
ら
何
時
迄
は
娯
楽

ま
た
は
ス
ボ
ふ
ノ
、
何
時
か
ら
何
階
迄

は
審
壬
伝
い
と
盃
の
苧
こ

こ
で
は
条
に
居
る
学
生
を
濫
昧
す
る

－
－
は
定
め
て
居
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
男
女
共
通
の
習
旗
で
（
女
の
子
の
な

い
家
層
で
陣
、
男
の
子
で
も
マ
マ
の

お
手
伝
い
を
し
た
カ
、
お
使
い
記
し
た

り
す
る
。
女
中
を
庇
っ
て
い
る
凍
な
家

庭
で
も
″
女
中
は
、
嘉
を
ヘ
ル
プ
す

妊
自
分
白
身
の
こ
と
は
、

自
分
連
の
事
で
仕
宋
す
る
棟
、
マ
マ
か

ら
命
ぜ
ら
れ
る
。
そ
ん
な
訳
で
イ
ギ

濱
の
嚢
で
望
下
を
関
わ
ず
、
子

弟
遠
は
蓼
の
欝
急
く
こ
と
と
巽

任
観
志
と
密
教
見
込
ま
れ
る
の
で
あ
る

外
国
へ
減
衰
行

等
の
菅
楽
し
い
、
自
由
な
豊
伯

と
い
え
ば
、
何
と
い
っ
て
も
夏
、
冬
の

休
腹
生
活
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
咤
ど
こ

の
国
の
学
生
も
同
じ
だ
ヒ
思
う
け
れ
ど

も
、
イ
ギ
ガ
ス
の
草
生
達
は
、
こ
の
長

い
夏
休
蒙
利
用
し
て
、
大
都
会
に
住

む
者
は
、
驚
由
合
へ
避
暑
に
行
っ

た
カ
、
登
山
し
た
い
者
は
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
へ
行
っ
た
幻
、
或
い
は
イ
ギ
リ

ス
海
峡
を
渡
っ
て
選
る
く
と
ス
イ
ス

の
万
へ
出
昏
た
幻
す
る
。
叉
、
そ
う

し
た
楽
し
小
藩
汀
の
費
用
を
持
た
な
い

考
は
、
拳
ち
ら
こ
ち
ら
へ
出
か
け
て
行

っ
て
、
ニ
ケ
月
余
』
の
紘
暇
な
せ
っ
せ

と
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
、
い
く
ら
か
の
ポ

ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
を
作
る
の
で
あ
る
。
′

一
般
に
イ
ギ
リ
ス
の
学
生
は
、
他
砂

欧
米
雷
の
学
生
に
較
べ
る
と
、
生
活

が
地
除
で
あ
る
し
、
重
美
で
参
る
よ
う

だ
、
こ
の
点
、
私
は
イ
ギ
ガ
ス
の
学
年

遠
を
大
変
好
き
な
の
で
あ
る
。

英
国
紳
士
の
瞥
格

イ
ギ
リ
ス
人
位
、
学
生
時
代
か
ら
、

ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の
敦
盛
茫
努
め
る
こ

と
は
、
誰
で
も
知
っ
て
い
る
通
力
で
あ

る
。
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
や
ケ
ン
ブ
リ
サ

ジ
な
ど
の
大
学
は
、
昔
か
ら
ジ
ェ
ン
ト

ル
マ
ン
を
泰
成
す
る
こ
と
は
有
名
で
あ

る
が
、
そ
の
他
の
学
校
で
色
相
何
に

学
問
か
出
来
て
曳
ジ
ェ
ン
サ
ル
マ
ン

と
な
る
た
め
の
教
華
町
欠
け
て
い
る
者

は
、
叶
轟
な
学
生
上
認
め
な
い
の
で
あ

る
。

＝
中
O
P
已
e
E
p
F
■
と
は
何
ぞ
や
†

髪
を
ト
ン
ボ
の
頭
の
棟
に
光
ら
し
、

幻
砂
う
と
し
た
新
型
の
服
を
身
に
着
け

ピ
カ
ピ
カ
に
磨
い
た
高
級
靴
を
は
い
て

反
少
返
っ
て
歩
く
だ
け
の
人
間
の
こ
と

で
は
勿
論
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
的
紳

士
に
関
し
て
は
、
忍
ば
よ
く
知
ら
な
い

け
れ
ど
も
〝
礼
儀
正
し
い
こ
と
。
正
直

で
あ
る
こ
と
。
親
切
で
あ
る
こ
と
。
思

い
や
カ
深
く
あ
る
こ
と
。
薫
任
感
の
強

い
こ
と
。
他
人
に
迷
讐
か
け
な
い
こ

と
。
藻
で
あ
る
こ
と
。
〝
こ
れ
ら
が

三
日
P
g
H
瓜
F
 
Q
e
已
－
e
E
p
n
こ

と
呼
ば
れ
る
資
格
の
中
で
革
皇
農
芸

も
の
で
あ
る
。

苛
が
着
手
轟
の
著
人
達
よ
′
　
希

く
は
、
会
春
で
あ
る
学
生
陣
代
に

斯
う
し
た
乾
漆
を
身
に
着
け
る
こ
と
に

努
瑠
泉
ん
こ
と
寄

い
て
次
の
通
盈
沌
っ
海

嶺
在
の
意
薬
学
生
数
は
全
国
で
全
生

豪
の
三
％
と
な
っ
て
い
る
が
朋
年
度

は
義
孝
で
に
引
上
げ
を
計
圃
し
て
い

る
。
岩
手
県
の
本
望
嵩
等
丁
生
数

は
こ
の
春
の
第
一
次
と
秋
の
琴
灰
分

ぎ
合
わ
せ
る
と
四
書
ハ
サ
名
前
後
と
い

う
恕
点
間
年
度
は
六
百
革
丁
名
ぐ
ら
い

に
増
加
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

貸
与
金
繹
虹
し
て
も
現
在
の
月
五
首
円

か
ら
雪
八
百
円
程
度
に
引
赤
が
考

え
ら
れ
て
い
る
が
人
見
の
方
奇
増
加
す

る
か
、
そ
れ
と
も
金
額
の
方
を
引
き
上

げ
る
命
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
ば

っ
き
幻
し
な
い
“
な
お
大
学
に
つ
い
て

も
同
様
計
画
が
虐
め
ら
れ
て
い
る
。

五
％
引
上
げ
と
文
相
語
る
。

天
要
相
は
古
土
舌
苔
美
学

金
は
三
％
か
ら
五
％
に
引
き
L
辞
ら
れ

る
』
と
語
っ
宅

中
学
演
劇
発
表
会

県
教
委
な
ら
び
に
若
手
児
要
化
協
会

で
は
県
児
童
劇
の
帯
、
技
術
的
向
上

を
は
創
る
た
究
月
十
六
日
か
ら
二
十

八
日
ま
で
の
期
間
に
『
県
下
小
中
学
校

演
劇
発
表
会
』
を
開
催
す
る
。
弟
零
会

は
県
下
を
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
告
、
盛
岡

地
区
は
盛
岡
で
開
催
し
、
地
区
不
遜
ば

れ
盗
葛
硬
は
鼎
灸
会
堂
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
る
県
下
大
会
に
出
演
、
蓼
孤
児
窒

A
責
に
は
記
念
常
が
山
空
音
れ
る
。

な
お
茶
警
は
『
持
参
山
彦
』
が

上
渾
さ
れ
る
予
定
。

禁
劇
に
二
宮
出
演
八
月
八
日
年

繁
藤
Q
G
（
孝
衰
送
）
か
ら
放
送

劇
『
河
童
物
語
』
が
盛
岡
市
聖
屠
蘇

倒
壊
盟
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
本
校
か
ら

秋
浜
倍
史
（
蓼
作
）
大
山
宿
弊
銀
灰
）

飴
盃
日
（
効
果
）
が
出
喝

事
常
套
よ
り
九
月
分
ま
で
の
寿

憂
章
、
甘
℡
A
金
署
は
至
急
納
入

の
こ
と
。

図
書
費
納
入
に
つ
い
て
未
だ
に
り
す

昇
も
努
し
て
い
な
い
弄
い
戊

九
月
争
蔑
羞
急
納
入
の
こ
と
。

学
校
日
誌
抄
了

∇
六
月
　
ノ

丁
三
日
高
体
連
大
会
（
於
花
巻
）

五
　
日

九
　
日

一
六
日

二
二
日

二
二
百

二
七
日▽

七
月

四
　
日

一
〇
日

t四日
一
八
日

二
〇
日

二
一
日

二
八
日

∇
八
月

六
　
日

l
三
日

【
四
日

二
〇
日

図
替
寄
納
入
蒼
帯
さ
る

P
T
A
給
金

校
内
弁
静
六
金

塁
人
后
大
喪
倭
（
全
横
隕
襲

撃末
広
、
柴
田
先
生
鄭
仕
、

前
期
中
間
考
査

自
由
研
究
始
ま
る

簾
凝
墓

薫
検
事
正
講
演

生
徒
総
会

商
権
野
球
県
予
選

夏
休
み
に
入
る

着
手
山
禁
中
登
山

市
政
講
習
始
ま
る

前
理
軍
歴
重
診

中
学
講
習
始
ま
る

夏
休
み
終
る

新
刊
書
、
参
考
書

そ
の
他
文
房
具

ラ
　
イ
　
ト
書
房
．

盛
岡
市
上
田
簡
便
局
前
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峯
行
（
稀
筆
天
領
毒
鈴
木
、
岩
崎

三
振
4
2
小
武
方
好
投
す

た
が
、
本
校
は
小
武
方
の
好
投
で
一
関
、
議
松
、

撃
滴
と
シ
ー
ド
京
た
墓
菅
襲
い
で
奮
倒

し
選
遥
講
義
と
顎
を
争
い
2
対
－
養

埜
日
日
…
≠
棋
塁
描

準
優
勝
と
な
っ
転
。
か
く
て
県
代
表
と
し
て
呉
羽
大
会
に
出

場
し
た
本
校
は
諒
職
七
戸
商
と
対
戦
全
厨
必
肇
象
っ
て

攻
防
を
つ
く
し
た
が
及
は
す
六
対
三
で
取
れ
た
。
而
し
在

校
チ
ー
ム
が
こ
こ
ま
で
の
し
上
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
は
今

後
に
明
る
い
希
望
普
持
た
せ
填
め
と
し
て
芭
目
さ
れ
る
。

若
手
9
－
4
月
誌
．

一
展
萎
第
日
讃
帯
の
試
合
は
二
十

亘
轟
四
土
八
卦
か
轟
馨
で

一
こ
の
．
蔓
畑
牒
攫
巧
等
⊃

噌
鰐
0
。
粥
門
㍊
0
。
票

◆
投
清
卑
遠
藤
、
小
武
方
◆
二
星
打

小
武
万

【
後
記
】
実
刀
の
寿
は
な
楚
し
く
、

本
校
は
二
回
4
安
打
晶
球
1
・
矢
で
七

点
診
挙
げ
誓
決
し
た
。

岩
手
I
A
1
0
一
関
一

三
回
戦
本
校
対
一
関
一
帯
の
試
合
は
二

十
四
早
二
時
着
分
か
ら
盛
鉄
球
湯
で

峯
行
（
醤
天
領
塁
審
岩
崎
、
島
、

詣
計
、
詑
㈹
0
・。
1。
0
0
帥
慧

◆
投
描
か
武
方
－
小
笠
原
◆
二
塁
打

吉
田
、
小
武
方

【
後
記
】
一
関
は
こ
の
試
合
唯
一
の
チ

ャ
ン
ス
七
回
嫌
悪
星
の
好
響
萱

で
も
の
に
出
来
ず
、
芸
蓋
校
空
海

一
死
t
、
二
華
u
回
は
敵
失
と
二
塁
打

八
回
は
二
死
簡
垂
の
好
学
逃
が
し
、

僅
か
に
六
回
申
前
安
打
の
細
川
を
二
塁

に
置
い
て
小
武
万
の
放
っ
た
左
翼
越
え

二
重
打
で
t
点
を
藍
の
電
着
同

由
敵
失
七
宗
雲
点
を
あ
げ
準
決
膠

に
鮒
記
進
め
た
ゎ

岩
手
1
A
．
－
■
0
遠
野

準
決
勝
茶
校
対
層
厨
高
の
試
合
は
二
十

六
日
三
膵
二
十
二
分
か
ら
盛
岡
市
最

場
で
挙
行
（
灘
蕃
天
馬
、
塁
審
村
松
、

鱒
需
糾
3
3
0
・。
0
。
1
。
0
。
0
。
A
。
一
1
。

◆
投
掃
小
武
万
－
小
笠
原
◆
一
室
打

笠
原

【
後
田
l
小
武
方
は
四
、
五
回
を
除
く

好
投
三
河
を
破
っ
乾

着
手
l
A
l
O
高
超

四
回
戦
本
校
対
高
級
帯
の
試
合
墜
千

五
日
四
時
七
分
か
ら
盛
鵬
市
営
空
軍

挙
行
（
球
春
天
席
、
塁
菅
又
沢
、
菊
池

報
票
0
・。
0
。
0
。
ひ
。
3
8
粥
市

◆
投
浦
小
武
方
－
盆
嵐

【
後
望
屑
超
署
捧
好
八
回
迄
小
武

万
に
謬
見
も
れ
富
、
誓
踏
む
も
の
が

∵
1
十
二

一
死
一
二
壷
、
九
回
滞
空
、
】
壷

と
好
機
蓉
迎
え
た
が
後
続
な
く
禁
十

周
密
金
轡
着
き
挿
一
系
責
諾

覧
ら
ぬ
好
馨
曇
二
万
森

竃
頗
睾
盃
一
死
哉
蕾
竺

詠
幹
隠
鼻
芽
と
賢
菅
に

二
盗
、
和
川
の
二
ゴ
ロ
は
当
カ
を
こ
ね

の
内
野
覆
る
か
と
早
見
た
が
二

塁
手
よ
く
こ
れ
を
処
瑠
し
て
一
塁
に
刺

し
微
が
、
こ
の
蘭
に
俊
摩
酉
些
要

義
現
で
琴
ト
の
抑
く
歪
雪
い

て
生
き
、
こ
れ
が
決
勝
点
と
な
っ
て
試

合
を
き
め
た
。

歎

決
・
勝

岩
手
－
1
2
盛
岡
一

蔑
本
校
対
盛
岡
第
一
高
校
の
試
合

は
蒜
三
十
八
分
か
ら
盛
岡
市
営
馨

で
挙
行
（
糀
蕃
坪
井
、
要
事
天
属
、
脊

髄
、
村
椅
）

盛
岡
【
0
0
0
け
2
0
0
0
0
言

掌
高
0
0
0
0
0
0
0
ュ
0

n
X
U
爪
リ
U
l
l
n
X
U
X
U
n
U
n
U

n
U
H
V
‖
X
U
つ
ー
貿
U
l
人
U
ハ
U

打
3
1
4
4
．
4
3
づ
2
2
2
－

…
・
．
∵
二

29527言

↓
遍
忍
苦
2
、
喜
」
届
殺

号
四
祭
妄
青
雲
授
与
妓

垂

7

　

一

【
盛
岡
高
】
奪
安
打
6
▽
失
策

－
∇
併
殺
0
▽
四
球
2
∇
盗
塁
1
∇
三

振
5
▽
塗
4

【
後
記
】
本
校
竺
可
背
四
球
で
【

死
二
塁
、
二
回
に
は
二
死
小
堅
忍
二

塁
打
、
高
に
は
文
も
小
武
方
の
二
島

了
∵
∴
■
∴

了
二
∵
訂　168359

◇二塁打89打
点拍◇四球2j◇

盗塁9◇】葬打12
◇三振196得点
16◇鼓塁51

打
で
二
死
二
、
三
塁
の
好
機
資
迎
え
た

が
後
続
な
し
盛
岡
帯
も
小
武
方
に
押
え

ら
れ
二
面
下
山
の
二
塁
打
の
み
で
撃

普
終
っ
た
が
、
五
回
向
井
朗
の
二
夷
と

基
打
1
四
球
で
二
点
を
あ
げ
試
合
を

優
刺
に
選
ん
だ
。
2
－
0
と
ガ
ー
ド
さ

れ
た
森
は
八
回
有
坂
が
四
球
で
出
塁

（
聾
蒜
簡
と
な
色
畜
空
夢
ゴ

ロ
眩
鈴
木
が
併
殺
を
あ
せ
っ
て
二
塁
に

暴
学
者
堅
底
、
細
川
の
隆
打
票

l
ィ
賞
毀
終
回
、
清
見
の
中
堅
大

飛
球
抹
申
奥
手
の
美
技
で
一
司
続
く

写
真
銅
“
緒
引
…

フ
ォ
ー
ム
㊦
華
誉
誓
言
れ
る
小
笠

原
主
将

．
量

ゼ
声
高
に
憶
欺
奥
㌘

呉
羽
査
一
回
救
本
校
対
七
戸
雇
の

瀾
拳
闘
雛
銅

鐸
嗣
0
。
0
。
㌶
0
。
1
。
昭
墜
悶

【
後
記
】
一
回
裏
七
戸
高
ト
ッ
プ
打
者

二
二
昼
間
を
欝
た
毯
一
番
打
者
常

田
は
ダ
ト
の
届
委
し
普
意
贋

啓
訝
富
者
塵
だ
靡
温
室
省

と
誉
蜜
馨
警
滴
斎
服

1
四
悪
2
安
打
肇
三
遷
墓
の
好
機
熟

蟄
竜
昔
峯
一
書
等
魚
鞄
ぷ
弟

鼓
ぽ
四
回
三
失
、
ぜ
1
ク
捕
逸
誓
点

六
回
に
は
1
四
球
、
」
失
、
1
欝
で

一
点
を
挙
げ
試
合
を
隆
利
に
進
め
雫

本
項
は
七
回
盛
栄
二
塁
打
し
た
が
拙

走
で
潮
き
れ
た
後
、
小
武
方
、
石
川
、

有
坂
の
安
打
で
二
点
を
あ
げ
同
点
と
し

更
に
八
璽
口
田
の
申
許
安
打
を
も
の
に

し
て
一
点
を
ガ
ー
ド
し
た
。
し
か
し
八

回
か
武
方
隷
成
季
且
．

3
安
打
－
四
球
、

野
撰
な
ど
で
四
点
を
入
れ
ら
れ
最
終
回

本
校
妓
後
の
茨
撃
も
空
し
く
七
戸
高
の

軍
門
に
降
っ
た
。

料繋点≡失

∴詳　338．334

◇二葉打小；荘原◇七戸
現声部森◇併粁0寿
0診療打宥0七f◇四
死球署2七6◇盛邑署
0七1◇三振宕3rヒ5
◇舞墨宕4七5事

北
田
の
不
調
崇
る

県
下
中
学
野
球
盛
岡
予
選

七
月
二
千
五
日
に
行
わ
れ
た
県
下
甲
学

野
茂
大
会
■
必
岡
予
選
で
本
校
は
一
同
戟

上
田
中
学
と
対
戦
2
人
1
2
で
敗
れ
た

な
お
本
校
は
昨
年
同
大
会
予
選
で
飽
勝

県
大
会
で
は
準
乳
勝
ま
で
濾
ん
で
い
る

封
印
0
。
8
8
0
。
摘
銅
器

投
措
北
田
－
紫
野

延
長
⊥
1
回
下
橋
に
惜
敗

北
岩
苦
学
野
球
大
会

、
八
月
三
、
四
、
五
の
三
日
間
好
摩
に
お

い
て
挙
行
。
、

稲
鮮
銅
U
．
8
8
相
関

抑
緒
　
北
田
1
紫
野

▽
二
回
戟

岩
手
宋
戟
空
夢
都
甲
学
校

間
小
粋
0
。
8
8
椚
川
紺
0
。

O

n

U

n

U

 

O

一

■

l

n
X
U
ハ
U
 
n
U
＜
U

授
浦
鈴
木
－
紫
野

愕
脚
8
8
摘
沼
朋
川
一
3
2

枚
捕
　
北
田
卜
署
。

青
田
は
左
中
間
二
塁
打
、
石
川
二
振
、

小
武
万
四
球
、
】
柴
田
真
峯
打
で
二
死

満
亀
と
な
っ
て
場
内
を
湧
か
せ
た
が
有

坂
の
代
誌
策
の
二
ゴ
ロ
溺
方
茅
休
す

集
中
登
山

．
■
七
十
会
名
が
参
加

山
岳
部
主
催
に
よ
る
岩
宇
山
華
甲
登
山

は
附
や
丁
名
が
要
し
て
七
月
二
十
八

九
、
三
十
の
二
百
圃
汀
わ
れ
宅

頂
上
奮
為
す
グ
ル
ー
プ
は
四
つ
に
分

れ
、
滞
沢
口
が
一
番
多
く
約
三
十
玉
名

他
の
小
若
井
、
屋
敷
台
、
大
吉
約
十

名
で
二
十
八
日
夜
半
を
期
立
上
斉
に

登
山
を
開
始
し
た
。

◇
耀
沢
口
1
－
こ
こ
は
墓
が
大
半
で

帯
校
些
t
年
の
五
首
の
卑
カ
ン
ズ
メ

や
牽
刃
エ
ツ
ク
に
一
杯
つ
め

て
来
た
生
徒
は
軟
禁
扉
配
。
足
を
心

配
し
て
午
後
八
時
半
間
所
を
出
発
す
。

始
め
ハ
シ
ャ
イ
で
い
た
生
徒
も
五
合
日

辺
幻
で
ア
ゴ
菅
出
す
も
の
多
く
、
会
頭

励
ま
し
な
が
ら
塗
る
う
克
台
目
で
小

岩
井
グ
ル
ー
プ
と
傘
つ
。
五
時
半
頂
上

に
至
る
。

◇
小
岩
井
ロ
け
こ
こ
は
最
も
困
難
な
コ

ー
ス
、
従
っ
て
中
学
生
の
参
加
者
は
な

く
、
照
井
を
〃
－
ダ
ー
と
し
て
十
一
時

出
発
。
途
中
落
伍
す
る
も
の
も
な
く
登

頂◇
嚢
合
口
け
天
菅
は
幻
登
山
尻
始

智
待
つ
。
か
ら
少
と
障
れ
た
夜
空
。
十

二
時
三
浦
ク
ー
ダ
ー
の
『
墓
行
こ
う

』
の
声
芸
寧
ん
だ
頂
上
を
鼻
す
。

こ
こ
空
行
元
気
で
硬
軟
詮
う
た
い
な

が
ら
登
る
。

◇
大
牢
甘
一
番
乗
事
を
せ
ん
も
の
と

は
幻
切
っ
て
登
頂
中
途
甲
南
三
某
若
が

渡
労
の
為
へ
ば
っ
た
が
撃
与
え
ら
れ

元
気
萱
冗
気
を
回
復
、
頂
上
を
極
む
。

か
く
て
御
来
迎
を
拝
ん
だ
一
行
は
学
校

の
墨
貧
の
前
で
記
念
署
行
い
、

網
纏
わ
に
下
っ
た
。
鎗
中
で
へ
ば
る
者

続
出
し
、
頭
重
は
二
つ
か
ら
こ
ち
の

豊
ノ
ッ
ク
著
背
争
っ
。
琴
で
小
憩

の
後
刑
二
十
名
が
そ
の
足
で
す
ぐ
下
山

他
姓
二
日
瞥
養
田
元
気
一
括
聖
だ

つ
い
た
。対

太
田
中
庭
球
．

宇
－
0
で
楽
勝

先
口
狩
わ
れ
た
弟
t
固
着
申
対
太
田
中

腰
球
競
合
の
成
雷
管
。
．

暑
中
　
　
　
太
田

（
皿
帖
7
U
巧
…

洋
　
品
・
雑
．
、
貨

中
学
生
服
の
専
門
店

■

l

一

．
　
1

－
ノ

蘭
　
癌

盛

闇

市

茅

町

電
話
　
四
　
〇
　
六
番

塵界（
錮藤山　本宮　勝田

言‾夏

3＿

宗論毒矢応詮
議構　偏沼　兵藤

囁
轡
－
。
庵
㌫

市
内
大
会
に

′
　
靂
【

盛
岡
市
並
び
に
署
教
組
轟
の
第
四
回

市
円
申
、
小
学
埜
謀
大
金
は
八
月
十

一
日
下
ノ
碍
プ
ー
ル
匂
行
わ
れ
咤
本

校
は
へ
き
頭
村
井
壷
等
選
で

県
中
学
新
記
録
を
出
し
た
外
各
種
目
に

圧
勝
し
た
。
成
親
次
の
通
聖

．
∇
四
房
日
豊
予
選
”
A
狙
○
小
野

守
0
分
1
7
秒
0
8
組
○
畜
甲
鼻
2

紗
∇
百
肌
背
泳
予
選
”
A
約
〇
畳
1

分
5
1
秒
6
8
択
0
村
井
1
為
替

（
豊
丁
新
記
哲

▽
百
㍍
自
重
予
選
劇
A
親
○
金
福
1

分
川
野
U
 
B
汎
㊤
佐
藤
1
分
2
3
秒
6
．

∇
四
百
㍍
自
由
型
決
勝
什
鵬
膏
田
5
分

畑
砂
○
小
野
寺

∇
百
㍍
背
泳
決
勝
＝
○
有
井
1
身
あ
砂

∇
房
日
田
型
決
勝
＝
○
金
福
鼻
1
3

秒
6

マ
一
音
㍍
￥
泳
決
勝
日
仏
長
谷
川
3
分

別
砂
か

∇
〓
胃
研
白
田
型
決
勝
＝
0
青
田
2
分

4
4
秒
4
㊥
小
野
寺

∇
三
百
㍍
葦
勝
且
営
市
中
4
分

1

6

秒

4

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

五彩

▽

・1 久

点 里 管 額 管 管 覿

∇
望
呆
自
室
吉
田
重
沿
6
分
5

秒
1
や
小
野
寺
琴
且
論
0
秒
▽
二
百
米

白
田
型
Q
青
田
重
治
2
分
知
砂
8
9
小

野
幸
宏
3
分
0
秒

△
育
米
白
田
剰
寄
金
宿
重
夫
・
鼻
は
秒

碁
H
H
査
還
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
は
七

月
二
十
九
日
福
島
商
校
グ
一
ブ
ン
ド
轟

か
れ
、
本
校
は
一
回
謹
勝
候
補
の
石

鷲
硬
（
栃
木
県
代
表
）
と
対
戦
、
疲

労
と
暑
熱
の
為
酪
志
振
わ
ず
佐
藤
の
一

シ
ュ
ー
ト
督
決
め
た
だ
け
で
‖
対
－
で

、
敗
れ
た
。

／
▽
高
儀

石
鷲
‖
丙
H
h
皇
室
姦

体
操
部
、
刑
務
所
堅
同

体
蓉
顎
は
少
庸
粛
務
所
の
苗
き
に
よ

皇
肖
十
五
日
戸
胎
、
足
沢
両
先
生
に

引
率
さ
れ
同
所
を
約
二
時
間
に
わ
た
っ

て
慰
問
し
た
。

含
量
窪
雷
手
権
に
出
場

二
十
三
、
四
、
五
の
三
日
間
水
戸
市
で

行
わ
れ
る
『
全
国
高
校
体
操
空
庵
大

金
』
に
本
校
か
ら
小
森
、
村
上
の
両
君

が
出
場
す
る
予
定
。

会
場
と
会
期
決
る

県
民
体
育
大
会

款
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
1
第
三
回
県
民
大

会
兼
房
等
選
は
県
営
グ
ラ
ン
ド
正
面

ス
タ
ン
ド
の
完
成
が
や
や
お
く
れ
た
た

め
九
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
の
会
期
を

遠
聞
ず
ら
し
同
十
四
日
か
ら
工
ハ
日

ま
で
の
三
日
間
に
延
期
す
る
こ
と
に
決

定
し
宅
会
場
及
び
会
沢
の
漁
具

∇
閉
会
式
〟
グ
ラ
ン
ド
（
十
四
g
∇

陸
上
競
技
川
グ
ラ
ン
ド
（
十
四
、
十
五

†
六
日
）
∇
應
W
－
看
大
腰
学
部
、
盛

岡
工
事
々
務
所
、
公
園
（
十
五
g
▽

葦
”
仁
王
（
十
五
日
）
∇
寵
球
＝
一

帯
、
岩
大
学
芸
学
部
、
工
学
部
（
十
四

五
、
十
六
日
）
▽
莞
普
環
（
十
六

日
）
▽
野
球
且
巾
営
賓
、
感
鉄
球
場

∇
山
岳
』
若
手
山
（
十
四
、
†
五
旦

∇
ボ
ク
シ
ン
グ
辿
還
（
十
四
、
†
五

十
六
邑

中
学
大
会
二
つ

水
泳
第
四
回
県
下
中
学
索
泳
大
会
は

二
十
六
日
年
前
九
時
伊
ら
花
巻
温
泉
プ

ー
ル
で
行
わ
れ
る
。
蓬
目
は
百
、

二
百
、
望
炭
自
由
型
、
百
㍍
背
塾

二
百
㍍
平
泳
、
三
百
萄
二
昏

鮭魔
球
県
軟
式
庭
援
協
会
及
び
県
体
育

協
会
主
催
、
第
l
回
県
下
中
学
校
庭
球

大
会
は
二
十
K
日
午
前
九
時
か
ら
貰
苧

公
園
コ
ー
ト
で
挙
行
溺
れ
る
。

調
＝
欒
－
－
後
は
記

∇
夏
休
み
前
に
儲
行
し
よ
う
と
思
責

が
止
む
を
得
な
い
事
情
で
お
く
れ
ま
し

た
。
悪
か
ら
ず
。

∇
英
国
の
学
生
々
活
に
つ
い
て
色
々
と

柴
田
先
生
に
牽
い
て
放
き
ま
し
た
e
厳

木
麿
ナ
と
云
う
の
は
先
生
の
ペ

十
五
、
土
八
g
∇
一
フ
グ
ピ
ー
〟

医
大
グ
ラ
ン
ド
竿
四
、
十
五
、
十
六

号
∇
体
守
一
高
（
十
四
、
十
五
日

）
∇
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
付
一
席
（
十
五
、

十
六
旦
）
∇
卓
呼
び
市
立
（
十
四
、
十

ム
で
す
r

∇
両
校
野
球
の
応
援
見
事
〈
。
野
球

ば
か
幻
で
な
く
他
の
競
技
の
陣
も
あ
ゝ

し
て
欲
し
い
も
の
だ
．

∇
二
十
五
牌
年
記
念
号
は
十
月
中
に
発

行
さ
れ
る
が
薯
の
う
ち
で
暑
中
に
関

す
る
何
ら
か
の
顔
料
が
あ
っ
た
た
薪
関

都
迄
提
出
し
て
ぐ
れ
る
よ
う
に
。

∇
釈
回
の
発
行
予
定
は
九
月
初
旬
で
す

尚
一
層
の
御
協
力
宝
蔵
い
し
ま
す
。

（
大
矢
、
佐
々
木
、
中
沢
、
浦
上
）

摘
録
”
∬
在
庫
豊
富

舶
掴
藤
　
田

盛
岡
市
材
木
町
交
番
前

本
　
店
・
花
　
巻
　
町
　
上
　
町

ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
　
ク
ク
ク
ク
ク
ク

（
こ
の
券
持
参
の
方
、
各
商
品
五
分
引
）

ヽ
1
・
、
・

＼
Y
小




